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■報告の流れ

メタデータエクスプローラの稼働状況

ArcIMSによるサービスデータの作成

ArcMapでのサービスデータの閲覧，解析

Geography Networkの運用方法



■メタデータ作成および公開の流れ

元データの作成（shape形式，GRID形式等）

ArcIMS（Author）によるWeb表示マップの作成
情報はAXLファイルにXML形式で記述

テキストエディタによりAXLファイルに投影情報，カラー情報を付加

ArcIMS（Administrator）によりオンラインマップサービスを作成
サービス形式（Image，Feature，ArcMap Image）の選定

ArcCatalogのメタデータウィザードにより
マップサービスのメタデータ作成

マップサービスをメタデータサーバに登録
ArcIMS（Designer）による

Webサイトの設計



ArcIMS（Author）によるウェブ表示マップの作成



テキストエディタによる編集（投影情報，カラー情報）



ArcIMS（Administrator）によるオンラインマップサービスの作成



ArcCatalogによるメタデータの付与



■ArcIMSコンポーネント

Webサーバ
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■ArcIMSサービス（Webサーバを介して空間データとメタデータをユーザに提供）

Imageサービス：マップはサーバ上に生成され，JPEG，PNG，GIF
などのイメージフォーマットでクライアントに送信される．

Featureサービス：ベクタデータがフィーチャストリーミング（一時的な圧縮形式）
により要求もとのクライアントに配信される．



■ArcIMSサービスの特徴

Imageサービス

・データ書き出し（ダウンロード）は不可（してはいけない）

・レイヤシンボルの変更は不可

・データ編集は不可

・空間検索，バッファ作成，内挿してラスタに変換等は可能

Featureサービス

・データ書き出し（ダウンロード）は可能

・レイヤシンボルの変更は可能

・データ編集は不可



■筑波大学Geography Networkの運用

（１）Metadata Explorerを含めて学内専用とする

（２）Metadata Explorerは公開（学外からも閲覧可能）するが

ArcMAPへの追加利用は学内に制限する

（３）Metadata Explorer，ArcMAP（Imageサービス）とも公開

■他大学の状況

横浜国大－学内専用で運用

東洋大学－Metadata Explorerを公開
（http://133.79.31.74/toyo-u-gn/index.jsp の研究成果公開）

http://133.79.31.74/toyo-u-gn/index.jsp
http://133.79.31.74/toyo-u-gn/index.jsp


■著作権（複製・使用承認）

国土地理院の測量成果（地図及び空中写真）の内容の一部又は全部を別
の製品等に利用しようとする場合，測量法第29条及び30条の規定により，
複製又は使用の承認が必要

複製承認申請， 使用承認申請書の提出

数値地図を利用する場合

→ウェブページ用地図を作成する場合

→WebGISを作成する場合
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